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ドライパの交通法規に対する意識 と,先 急ぎの傾向についての調査

北村文昭*  長尾勲**  松永勝也*  小森弘詞***  杉元俊彦 ***
*九 州大学文学部   **九 州産業大学教養部  **ホ 豊前 自動車学校

は じ め に

今 日の交通状況は, ドライバと車の増加のために極めて深刻な状況に陥っている .
その中で当事者である ドライバが,円 滑な交通事象を促進するために設けられた交
通法規 に対 して どの ような意識 を持

って いるのか,ま た,飽 和 状態 と呼
ぺそ うな交通事情 に対 して どの よう

な態度 で臨 んでい るのか を主 として

「 先急 ぎ 」の点か ら調査 しま とめ た ,

アンケー ト 1

目的 :交 通法規 を守 りに くい理由 に
う いての意識調査 .

被検者 :大 学生 487名 ,一 般社 会
人 276名 .(男 433名 ,,女 55
名 ,不 明 274名 )。 (免 許有 59
3名 ,免 許無 161名 ,不 明 9名 )。
調査期 日 11992年 5月 ,

●2周囲がゆつくり走つていたら
法規に
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0・ ・・無回答
1・ ・・はい
2・ ・・いいえ
9・ ・ 。その他
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0:交通法現を守つてゆつくり運転できるの
は、どのような01ですか。(nィ 62'

0123456

0・ ・・無回答
1.'・ そのような
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ない
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いて'あおられたりすろ醐 がなし
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4・ ・・急いでも早く着かないとわかっている時
5,・ ・常に法規は守っている
6・ ・。その他

0'・ ・無回答
1・ ・・どちらかといえば僣
2・ ・・どちらかといえば損
3   その1む

●5ス ピートは、速く出せば出しただけ、早
く目的,Cに姜くと思いますか。(o・762'
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0・ ・ '無回答
1・ ・ ・ は い

2,'・ いいえ
9・ ・ 'その他

と運転できると答えた者

0'・ ・.無回答
1・ ・・とばすこと自体気持ちいいので,とばすと思う
2・ ・・スピードはltさない方が安全なので`ゆっくり走る
3・ ・・ゃはり周囲に合わせて,ある程跛連い速度で走る
4・ ・・その他

Ｑ

５

法規を守ってゆっくり

04.急いでも早く着かないとわかつていたら
どうしますか。(n=762)  160

1.時 間的に余裕があるとき ,
8%で ある。

26

が ,



ｒ‥‐‐‐‐‐‐‐‐――――――――――――――，――

Q2:時 間 に追われていた り,周 囲の車 との スピー ドの差を気遣 うので法規 を守 り
難 い と思 う者が, 60%を 越 える。
Q3180%近 くの回答者が,交 通法規を守 ろうと している と思われる。
Q4:急 いでも早 く着かない と分か ったとき,そ れで もスピー ドをだす と答 えた者
は,わ ず か 2%で ある。一方,周 囲の人に合 わせる と答 えた回答者 は, 72%に の
ぼる。

Q5.ス ピー ドを出せば,早 く着 くと考える者は, 30%を 越 えている。

まとめ :一 般 に多 くの回答者が交通
法規 を守 ろうと心 がけているが,一
方でその時の交通状況,い わゆる
「 流れ 」に気を使 つてお り,心 的葛
藤が伺え る。

ア ンケー ト 2

目的 :大 学生免許保有者の交差点で
の先急 ぎに関する意識調査。

被検者 :大 学生 193名 .性 別不明 .
全員運転 免許 を持 っていた。

調査期 日 :1992年 5月 .

5・ ・・その他

04対向戦 の口Elaが不十分なまま右折して
ひやつとしたことがありますか。(n16゛

'

1・ ・・できるだけ早く右折して,後繊の車に凛誠をかけないようにする
2・  ・ ・イヨ号
3・ ・・tt断歩道の歩行者
4・ ・・対向率はこちらの動きに気づいているか
5・ ・・安全に右折できる余裕があるか
6・・・その他

1・ ・・イライラする
2 ・ のんびり綺つ
3・ ・ 'あわてる
4・ ・・気持ちが急ぐ
5・ ・・その他

1'・ ・ある
2・ ・・ない 1・ ・・ある

2・ ・・ない

Ql:交 差点では,多 くの回答者が歩行者に注意を払っていると答えている。
Q2:70%以 上の者が,安 全な状態を待って交差点を通過すると答えている。
Q3:交 差点でなかなか曲がれない時,の んび り待つ者は 40%あ まりだが,い ら
いらしたり,気持ちが急ぐなどの回答者も40%を 越える。

011=号のある交差点をも折するとき、最も

気を使うこ́をは何rすか。(n=1,3'
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について、8段のあ
なたに最も当てはまるものは。(■・ 193)

1・ ・・安全に曲がれるようになるまr― l,1キっ
3・ ・・対向車に軽くプレーキを踏ませる程度の|3・・・対向車に軽くプレーキを踏ませる程度の距蔵ならば曲がる
4・・・少 無々理をしてでも急いで山がる

●●交差点でなかなか曲がることができない

とき、あなたは?lll=1,3,

05有折時にllm歩道上の歩行者とFraしそ
うにな,た ことがありますか。(n=
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Q4:事 故 につなが る恐れのある状 況 を半数近 くの人が経験 している。
Q5:交 差点での歩行者 との トラブルを 70%を 越 え る回答者 が経験 している。

まとめ :多 くの回答者が,主 観的 には交差点での注意深い運転 を心 が けているこ
が伺 えるが,実 際 の運転時 に事故 につながるような体験 を持つ者も多 い。 この こ
は交差点での よリー層の安全運転の心構 えが要求されているこ とを示唆する。

アンケー ト3

目的 :大 学生の先急 ぎに関 する意識調査 .
被検者 :大 学生 374名 (1年 15
2名 , 3, 4年 222名 )。 全員男 .

(免許有 267名 ,免 許無 107名 )。
期 日 :1990年 4月 ～ 5月 .

(7・ )

と

と

雰是棄鰐喬|:遠 1な ?骨掌ξ言露「讐な1:を ,3響手11り讐李言
まるものを 1つ選んで下さい。

:燕蒼言lF詈言18脇農長Fと姦燎綾詈壼停:「誓言ま猥雪「
ど

| :ね[[[i:lill:ま :,警
「翠騒観[警

:彗
慮:正景「負毒

3.平素の早さで移動するが,気持ちは落ちFrかない.
4.平 然と,平素の速度で移動する。
5。 その他 (           ).1年 3.・:fF  (学 年 )

ro1 9. 目的ltllへの到着を急ぐとき,一時停止1旨示や交通信号などで
停止せぎるをえない場合がありますが,こ のようなときあなたはど
うしますか。当てはまるものを1つ選んで下さい.
1.平素は交通法規を守っているが, このようなときは無視して,
進行可能であれば,停止することなく進行し1目的地への到着を急
ぐことがある。
2.平素も交通法規を余り守っていないが,こ のようなときはなお
さら無視し,可能であれば,停止することなく進行し,目的地への
到着を急ぐことがある.
3.平素,交通法規を守って走行することを心がけているが](そ れ
でも急いでいる時は)停止しているに11,い らいらする.
4.急いでいるときでも,交通法規を守るのは11然であって, それ
でいらいらすることはない。
5,そ の他 (            ) 1年 3.4年   (学 年 )

問13.あ なたは遊びて自動車を運転し,目的地に出かけ,そ して,
帰宅するとき,早 く日的地 (自 宅)に 若こうとして,気持ちが急ぎ,
自動車の速度を上げることがありますか。当てはまるものを1つ選
んで下さい。
1.よ くある  2.と きどきある  3.い いえ

間 8:実 際に先急 ぎをする者が 20%ほ ど, また,精 神的にいらいらする者を含め
ると先急ぎ運転に関与する者は, 70%近 くに達する。
問9:実際ぼ交通法規を遵守しないという答えが20%前 後あり,交通法規に従う
ことにで精神的にい らい らする者を含 めると 80%を 越 える。
問 13:目 的地 につ くため に先急 ぎす ることが よくあ る者が 20%, ときどきある
と答 えた者が 50%ほ どい る。

まとめ :先 急 ぎや その結果 としてス ピー ド制 限 を遵守 しない傾 向が全体的 に伺 える
結果 となつた .

全体的考察

多くの回答者が交通法規の重要性を認識 しているが,そ の一方で道路状況との折
り合いや交差点の通過のときなどでス トレスを感 じていると思われる。先急ぎ運転
についは,ア ンケー トの質問の仕方や対象者,施行時期によって必ず しも明確な傾
向はつかめなかった,今 後の研究の展開が望 まれる。

3, 4年   (学年)
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